



























































































（実験的企画サイト「デイリーポータル」 記事公開は 2012 年 8 月 11 日）
http://portal.nifty.com/kiji/120809156856_1.htm
(3) ウイルスの流入の繰り返しでＤＮＡの進化をなし得てきた人類をサポートする「宇
宙と火山」（１） （個人発信のブログ、記事表題 記事公開は 2012 年 9 月 23 日）
http://oka-jp.seesaa.net/article/293815497.html
(4) あなたの「自分の全存在をかけてでも成し得たいこと」／はなんですか。／ドキッ
としませんか。これ。／先日の『100 分 de 名著』で特集していた／『星の王子様』の
テーマです。／《略》／自分の全存在をかけて／成し得たいそれは／子ども時代に自
分が知っていたもの。／それは／そのまま自分が生まれた意味、／生きる意味なのか











































































































































（「実用日本語表現辞典」 記事公開は 2011年 7月 9日）
http://www.practical-japanese.com/2011/07/blog-post_4992.html
(9) 質問：「なし得た」と「 《略》 」という意味は何ですか
《略》 中国人だから、分からない、お願いします
回答：ここでの「なしえた」は「成功した」という意味で使われています。


























(10) 僕は期待に応えたい ここで勝たなきゃ未来は貰えない／Runnin' on Runnin' on

























































































































可能性 －（不問） －（不問） ＝場合によっては○（有）
潜在可能 ○（有） ○（有） ○（有）
※ ここ↑が×（無）だと「不可能」


























































































































































*6 そのうち 35 件が、「文学は（化学は／学校は）何をなし得るか」のような問題提起のスタイル
を取るものであった。
*7 そのうち 17 件は、医学分野での臨床報告の類である。





















*14 作詞者の Naoki Takada （SEAMO）は、公開されているプロフィールによれば 1975年生まれ。
*15 作詞者の HIDETAは、公開されているプロフィールによれば 1975年生まれ。
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